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● 産官学でインフラメンテナンスの体制強化
　 土木系学科の高校生が活躍する 「岡山道路パトロール隊」

● 判定区分Ⅲの割合が1割に減少（東京都多摩市）
　 包括的民間委託の導入により効率的なメンテナンスを実現

● 丁寧なコミュニケーションで生まれる納得と理解（山形県鶴岡市）
　 老朽化した橋のあり方と地域の課題を住民と共に考える

令和5年12月時点

Before After

秋田県秋田市  白
しらやまにごうきょう

山二号橋
1970年完成

Before After

香川県香川市　新
しんいわさきばし

岩崎橋
1969年完成

Before After

山口県山口市  平
ひらいわずいどう

岩隧道
1980年完成

国土交通省　道路局国道・技術課　道路メンテナンス企画室
TEL：03-5253-8111（代表）

宮崎県 綱
つ な の せ は し

之瀬橋
1926年架設
橋齢97年

鳥取県 若
わ か さ は し

桜橋
1934年架設
橋齢89年

広島市 京
きょうばし

橋
1927年架設
橋齢96年

福島県 松
しょうれいはし

齢 橋
1925年架設
橋齢98年

橋齢90年を超える橋は日本に約5,000橋あります（令和4年度末時点）。
適切なメンテナンスを行うことで橋の長寿命化につながります。
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の
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状

Current status of measures against aging

老
朽
化
対
策
の
現
状

　

全
国
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
は
、

2
0
2
1
年
度
末
時
点
で
橋
梁
は
約
73
万

橋
が
存
在
し
ま
す
。道
路
管
理
者
別
に
見
る

と
、地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
橋
梁
が

約
66
万
橋
と
９
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

管理者別
橋梁数の内訳

【橋梁数】

メンテナンスサイクル
地方管理の道路インフラを含め
修繕等の適切な実施や業務効率化による
持続可能なメンテナンスサイクルの
実現に向けては道半ば

国土交通省 5%（約39,000橋）

高速道路会社 3%（約24,000橋）

道路公社 0.3%（約2,000橋）

地方公共団体が管理する
橋梁が9割以上

政令市 6%（約47,000橋）

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
関
す
る

取
組
み
の
経
緯

○ 2013年を「社会資本メンテナンス元年」に位置付け
○ 道路法の改正 ［2013.6］　
　 点検基準の法定化、国による修繕等代行制度創設

○ 定期点検に関する省令・告示　公布 ［2014.3.31］
 　5年に1回、近接目視による点検

○ 笹子トンネル天井板崩落事故 ［2012.12.2］

○ 道路の老朽化対策の本格実施に関する提言
　 [2014.4.14]

○ 定期点検要領　通知 ［2019.2.28］
 　定期点検の質を確保しつつ、実施内容を合理化

● 定期点検　１巡目 （2014～2018）

● 定期点検　２巡目 （2019～）

○ インフラメンテナンス第２フェーズに向けた提言※

 　[2022.12.2]

　

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
2
年
の
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
を
契
機
に
、国

土
交
通
省
で
は
翌
年
の
2
0
1
3
年
を

「
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」と

位
置
づ
け
、同
年
の
道
路
法
改
正
を
受

け
、2
0
1
4
年
度
か
ら
道
路
管
理
者
は

全
て
の
橋
梁
、ト
ン
ネ
ル
、道
路
附
属
物
等

（
シ
ェ
ッ
ド
、大
型
カ
ル
バ
ー
ト
、横
断
歩

道
橋
、門
型
標
識
等
）の
道
路
構
造
物
に
つ

い
て
、健
全
性
の
診
断
を
す
る
た
め
、５
年

に
１
回
の
頻
度
で
点
検
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
度
か
ら
2
0
1
8
年
度

の
５
年
間
で
１
巡
目
の
点
検
が
完
了
し
、

2
0
1
9
年
２
月
に
は
、変
状
や
構
造
特

性
に
応
じ
た
定
期
点
検
の
合
理
化
、特
徴

的
な
変
状
へ
の
対
応
や
近
接
目
視
を
補

完
・
代
替
・
充
実
す
る
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み
、定
期
点
検
の
質

を
確
保
し
つ
つ
、実
施
内
容
を
合
理
化
す

る
た
め
、定
期
点
検
要
領
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

2
0
1
9
年
度
か
ら
２
巡
目
の
点
検

● 補修
● 経過観察
● 通行規制

　 など

診断

記録

措置点検

都道府県
19% 

（約139,000橋）

市区町村 
65% 

（約477,000橋）

橋梁
約73万橋

令和5年3月時点

【橋梁の判定区分（Ⅲ、Ⅳ）毎の施設数と割合】

【地方公共団体が管理する橋梁の２巡目の点検実施率】

※「社会資本メンテナンス元年」以降の取組状況や今後の課題を踏まえ、複
数・広域・多分野のインフラを「群」として捉え、総合的かつ多角的な視点から
戦略的に地域のインフラをマネジメントする『地域インフラ群再生戦略マネジメ
ント』を推進

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、地
方
公
共
団
体

に
よ
る
２
巡
目
の
橋
梁
点
検
実
施
率
は
、

2
0
2
2
年
度
末
ま
で
に
83
%
と
な
っ
て

お
り
、着
実
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、予
防
保
全
に
よ
る
老
朽
化

対
策
を
図
る
た
め
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク

ル（
点
検
・
診
断
・
措
置
・
記
録
）の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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地
方
公
共
団
体
が
取
り
組
む
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、国
と
し
て

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、財
政
的
な
支
援
と
し
て
、道
路
管

理
者
が
策
定
す
る
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
対
し
、計
画
的
か

つ
集
中
的
な
支
援
を
実
施
す
る「
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
※
１
」

や
技
術
的
な
支
援
と
し
て
地
方
公
共

団
体
の
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の

開
催
や
都
道
府
県
ご
と
に
開
催
す
る

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
に
お
い
て
技

術
的
な
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
、集
約
・
撤
去
に
取
り
組
む
き
っ

か
け
と
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、道

路
橋
に
お
け
る
集
約
・
撤
去
の
必
要

性
、集
約
・
撤
去
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ

ト
や
取
組
事
例
を
記
載
し
た
、「
道
路

橋
の
集
約
・
撤
去
事
例
集
」※
２
を
作

成
、公
表
し
、地
方
公
共
団
体
に
情

報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
施
設
の

【建設年数の推移（橋梁）】

 建設後５０年を経過した 
 橋梁の割合は、
１０年後に 約６１％に増加

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態

健全性の区分は４つに分かれていますが、このうち判定区分ⅢとⅣの事例を示します。

主桁腐食：上部構造から垂直方向に
働く荷重を下部構造に伝える桁が腐
食している状況

床版鉄筋露出：橋を通行する自動車
などの荷重を直接支持し主桁に伝達
する部材の鉄筋が露出している状況

支承腐食：上部構造と下部構造の接
続部が腐食している状況

橋脚洗掘：橋脚周辺の土砂が流水に
より洗い流され消失した状況

※この他、古い橋梁など記録ができない建設年度不明橋梁が約20.9万橋ある

判定区分Ⅲ（早期措置段階）

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著
しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

判定区分Ⅳ（緊急措置段階）

損傷事例 （橋梁）

老
朽
化
対
策
の
取
組

　

ま
た
、我
が
国
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
、高

度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、橋
梁
の
場
合
、建
設
年
度
が
判
明
し

て
い
る
約
50
万
橋
の
う
ち
建
設
後
50
年

を
経
過
す
る
も
の
は
、2
0
2
2
年
度
末

時
点
で
37
%
で
す
が
、10
年
後
に
は
61
%

に
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。そ
の
た
め
、将

来
に
向
け
て
全
国
の
橋
梁
の
老
朽
化
が
よ

り
深
刻
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

老
朽
化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

50年経
過橋梁

61%
39%

2033年時点
50年経
過橋梁

37%
63%

2023年時点
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61％37％

国土交通省

高速道路会社

市区町村

都道府県・政令市等

※１　道路メンテナンス事業補助制度
道路メンテナンス事業補助制度は、道路の点検結果を踏まえて策定される長寿命化修繕計画に基づき実施される道路メンテナンス
事業に対し、計画的かつ集中的な支援を実施するものです。対象構造物は、橋梁、トンネル、道路附属物等（横断歩道橋、シェッド、大
型カルバート、門型標識）で、これらの修繕、更新、撤去事業が対象となります。
国土交通省▶https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/jigyo-hojo.pdf

※2　 道路橋の集約・撤去事例集
地方公共団体に向け実施した「集約・撤去に関するアンケート」では、「地元や利用者の理解が得ら
れない」が約６割、「集約・撤去を進める順序・作業内容がわからない」が約２割を占めるなど集約・撤
去を進めるうえでの課題が明らかになっています。そのため、地方公共団体における取組の一助となる
ことを目的に、好事例や参考になる情報を事例集としてとりまとめたものです。
国土交通省HP▶https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/tekkyo-jirei.pdf

※3　包括的民間委託
包括的民間委託とは、公共
施設の管理・運営を受託した
民間事業者が創意工夫やノ
ウハウの活用により効率的・
効果的に実施できるよう、複
数の業務や施設を包括的に
委託することです。

　

各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、限

ら
れ
た
予
算
や
人
材
な
ど
の
条
件

下
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
好
事
例
に
つ
い
て
、

成
果
に
い
た
る
経
緯
や
工
夫 

を
含

め
、よ
り
具
体
的
に
詳
し
く
紹
介

す
る
こ
と
で
、取
組
推
進
の
支
援

と
し
た
い
と
考
え
、本
誌
の
発
行

に
い
た
り
ま
し
た
。次
ペ
ー
ジ
か
ら
、

産
・
官
・
学
の
連
携
に
よ
る
道
路
の

点
検
を
実
施
し
た『
岡
山
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
』、民
間
企
業
が
創
意

工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
に
業
務
を
実
施

で
き
る
よ
う
複
数
の
業
務
や
施
設

を
包
括
的
に
委
託
す
る「
包
括
的

民
間
委
託
」※
３
を
導
入
し
、橋
梁
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
東
京

都
多
摩
市
の
事
例
、道
路
橋
の
集

約
・
撤
去
に
取
り
組
ん
だ
山
形
県

鶴
岡
市
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

発
注
者

発
注
者

受
注
者

包 括 化

複
数
社
で
構
成
す
る
Ｊ
Ｖ
や

事
業
協
同
組
合
等

地区Aの道路巡回業務

地区・業務ごとに業務を発注し、それぞれの業務を個別の業
者が受注

複数の業務やエリア、分野を包括化し、一つの業務でまとめ
て発注し、JV等が受注

受注者

従来の発注方式例 包括的民間委託の発注方式例

市内全域のインフラ
の巡回・維持・補修・

修繕等の業務を
一括して発注

創意工夫による
業務の実施

A社

地区Bの道路補修・修繕業務
B社

地区Aの橋梁点検業務
C社

地区Bの道路維持業務
D社

集
約
・
撤
去
を
検
討
し
た
団
体
は
８
割
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。

【健全性の区分】

【集約に伴う撤去】

跨線橋を撤去し、隣接橋へ機能を集約



7 6

―
― 

「
岡
山
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」の
発
想

は
、ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

狩
屋 

工
業
高
校
の
土
木
科
の
教
員
と
し

て
、生
徒
た
ち
と
一
緒
に
、こ
れ
か
ら
の
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
活
動
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。全
国

で
ト
ン
ネ
ル
や
橋
、道
路
の
老
朽
化
が
進

み
、今
後
は
管
理
者
だ
け
で
な
く
、利
用

者
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
が
、

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
問
題
に
主
体
的

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

土
木
を
勉
強
す
る
生
徒
た
ち
に
、イ
ン

フ
ラ
の
現
実
的
な
課
題
に
触
れ
て
、そ
う

し
た
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
。そ
れ
が
、

道
路
管
理
や
維
持
工
事
の
仕
事
の
意
義

を
知
る
機
会
と
な
り
、将
来
の
職
業
を
考

え
る
参
考
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
前
任
校
の
笠
岡
工
業
高

校
で
取
り
組
ん
で
み
た
の
が
橋
梁
点
検
で

す
。「
課
題
研
究
」の
授
業
の
中
で
、生
徒

た
ち
と
３
年
間
か
け
て
１
３
０
橋
の
点
検

を
行
い
ま
し
た
。点
検
結
果
は
笠
岡
市
に

提
出
し
、市
が
年
１
回
行
う
橋
梁
点
検
で
、

優
先
順
位
を
つ
け
る
た
め
の
材
料
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

手
応
え
の
あ
る
活
動
で
し
た
が
、橋
梁

点
検
は
出
水
期
・
止
水
期
に
左
右
さ
れ
、

通
年
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。脚
立

の
運
搬
な
ど
準
備
も
大
変
で
、継
続
す
る

に
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た

め
岡
山
工
業
高
校
に
着
任
後
、ど
ん
な
活

動
な
ら
継
続
で
き
そ
う
か
、生
徒
た
ち
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
み
た
の
で
す
。

そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
が
、身
近
な
学
校

周
辺
を
見
回
り
、道
路
の
異
状
を
見
つ
け

て
報
告
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
で
し
た
。

―
― 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で

活
動
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
か
？

狩
屋 

ま
ず
は
学
校
内
で
調
整
を
図
り
、

①
土
木
科
３
年
生
の「
課
題
研
究
」（
通

年
で
週
３
時
間
連
続
授
業
）で
実
施
す

る
。②
３
時
間
の
う
ち
２
時
間
を
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
に
あ
て
、１
時
間
を
座
学
に
あ

て
る
。③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
対
象
区
間
は
、

学
校
か
ら
徒
歩
圏
内
と
す
る
な
ど
の
活

動
の
ベ
ー
ス
を
決
め
ま
し
た
。

　

次
は
、学
校
周
辺
の
国
道
の
管
理
者
で

あ
る
岡
山
国
道
事
務
所
の
許
可
が
必
要

次
世
代
を
担
う
生
徒
た
ち
と

未
来
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
り
た
い

土木科教諭

狩屋 雅之氏

土木科 3 年生

坪田 拓也さん

中四国支店 岡山営業所 
岡山北部維持工事 現場代理人

橋本 翔太氏

中国地方整備局 岡山国道事務所
岡山維持出張所 出張所長

三上 貴之氏

土木科 3 年生

長尾 貫太さん

産
官
学
で
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

体
制
強
化

土
木
系
学
科
の
高
校
生
が
活
躍
す
る

「
岡
山
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

産 官 学 の 取 組 事 例岡
山
県
で
は
土
木
系
学
科
の
高
校
生
が
道
路
巡
視
に
参
加
し
て
い
ま
す

産
官
学
の
連
携
に
よ
る
巡
視
・
報
告
・
早
期
修
繕
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

地
域
の
力
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
活
動
の
未
来
を
守
っ
て
い
き
ま
す

岡山県立岡山工業高等学校

世紀東急工業株式会社 国土交通省

で
し
た
が
、そ
の
前
に
、対
象
区
間
の
維
持

工
事
を
担
当
し
て
い
る
、世
紀
東
急
工
業

株
式
会
社
に
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
れ
は
私
が
高
校
の
進
路
指
導
の

関
連
で
、世
紀
東
急
工
業
さ
ん
と
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、こ
の
取
り

組
み
は
、ぜ
ひ
産
官
学
連
携
事
業
に
し
て

継
続
的
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
す
。連
携
事
業
を
Ｗ
ｉ
ｎ–

Ｗ
ｉ

ｎ
の
関
係
で
進
め
る
た
め
に
は
、「
相
手
の

利
」が
大
切
で
す
。受
注
側
発
注
側
に
と
ら

わ
れ
ず
、ま
ず
は
率
直
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

橋
本 

狩
屋
先
生
か
ら
相
談
を
受
け
、弊

社
で
は
、日
頃
か
ら
土
木
の
担
い
手
不
足

を
感
じ
て
い
た
の
で
、土
木
の
仕
事
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
機
会
に
も
な
れ
ば
と
考

え
て
賛
同
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
岡
山
国
道
事
務
所
さ
ん
で
は
、

「
未
来
の
土
木
技
術
者
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
始
め
た
時
期
だ
っ
た
の
で
、そ
の
一

環
と
し
て
提
案
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
お
答

え
し
ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
す
で
に

現
場
見
学
会
な
ど
は
企
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、高
校
生
が
主
体
的
に
活
動
す
る
取

り
組
み
は
新
し
か
っ
た
で
す
ね
。

三
上 

事
務
所
で
は
こ
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

活
動
の
場
が
道
路
と
い
う
こ
と
で
安
全
面

の
担
保
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。安
全
面

の
観
点
か
ら
ど
の
範
囲
ま
で
高
校
生
に
任

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
協
議
を
し
、提
案

に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。進
め

て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
に
加
え
る

形
で
、次
世
代
の
土
木
の
担
い
手
を
育
成

す
る
事
業
と
し
て
、産
官
学
連
携
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
― 

安
全
面
を
は
じ
め
、活
動
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
工
夫
さ
れ
た
点
は
あ
り
ま
す
か
？

狩
屋 

ま
ず
安
全
に
つ
い
て
は
、道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
の
範
囲
を
、歩
車
分
離
さ
れ
た
歩

道
や
歩
道
橋
の
み
と
し
ま
し
た
。ま
た
、パ

ト
ロ
ー
ル
の
班
ご
と
に
、交
代
で
ガ
ー
ド
マ

ン
役
の
生
徒
を
立
て
ま
し
た
。

橋
本 

事
故
防
止
の
装
備
と
し
て
、安
全

棒
、安
全
チ
ョ
ッ
キ
、帽
子
な
ど
も
用
意
し

ま
し
た
。

狩
屋 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
工
夫
し
た
点
は
、道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
前
に
、生
徒
た
ち

の
責
任
感
を
し
っ
か
り
と
醸
成
す
る
こ
と

で
す
。も
ち
ろ
ん
、自
分
か
ら「
や
り
た
い
」

と
い
う
生
徒
が
参
加
し
ま
す
が
、道
路
管

理
や
維
持
・
保
守
業
と
い
っ
た
仕
事
は
、高

校
生
に
と
っ
て
ま
だ
遠
い
存
在
で
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
に
く
い
。そ
こ
で
岡
山
国
道
事

務
所
さ
ん
と
世
紀
東
急
工
業
さ
ん
に
、生

徒
た
ち
と
直
接
触
れ
合
う
時
間
を
設
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
回
の
授
業
は
、岡
山
国
道
事
務
所
さ

ん
と
世
紀
東
急
工
業
さ
ん
に
よ
る
３
時
間

の
座
学
講
習
会
。翌
週
の
授
業
は
、三
者
一

緒
に
３
時
間
の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

―
― 

実
際
に
参
加
し
て
み
て
お
二
人
は
ど

う
で
し
た
か
？

坪
田 

は
い
、僕
は
道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
興
味
が
あ
っ
て
、こ
の「
課
題
研
究
」を

選
択
し
た
の
で
、全
力
で
や
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、何
を
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。点
検
の
知
識
や
工
事
の
方
法
な
ど
を

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、具

体
的
な
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

長
尾 

道
路
の
維
持
管
理
と
い
う
仕
事

に
関
心
が
あ
り
、実
践
的
に
勉
強
で
き
る

「
課
題
研
究
」を
選
択
し
ま
し
た
。最
初

の
座
学
講
習
会
や
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
で
親

切
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、道

路
管
理
の
仕
事
が
ぐ
ん
と
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

狩
屋 

や
は
り
活
動
の
目
的
を
よ
く
理
解

し
て
、初
め
て
責
任
感
も
強
ま
っ
て
い
く
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。産
官
学
連
携
を
生
か

し
、岡
山
国
道
事
務
所
さ
ん
の
方
か
ら
は
、

利
用
者
の
安
全
を
守
る
道
路
管
理
の
視
点

で
、世
紀
東
急
工
業
さ
ん
か
ら
は
実
際
に

施
工
を
行
う
立
場
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
専
門

家
の
お
話
を
聞
い
て
、「
自
分
も
同
じ
役
割

を
担
う
ん
だ
」と
自
覚
す
る
こ
と
が
、生
徒

た
ち
の
責
任
感
の
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

Okayama Road Patrol Team / OKAYAMA

管
理
者
、
維
持
業
者
、
学
校
が

連
携
し
継
続
に
つ
な
げ
る

大
人
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て

生
徒
た
ち
の
責
任
感
を
醸
成岡

山
県
／
産
官
学
の
取
組
事
例

岡山道路パトロール隊の活動から、「自分たちが通る道は自分たちで守る」という意識が生まれている。
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Okayama Road Patrol Team / OKAYAMA

―
― 
活
動
を
始
め
て
か
ら
の
問
題
点
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

狩
屋 

実
は
初
年
度
に
巡
視
と
報
告
の
方

法
を
見
直
し
て
い
ま
す
。当
初
は
今
よ
り

使
用
す
る
道
具
も
多
く
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
敷
地
調
査
図
・
筆

記
用
具
を
携
帯
し
て
い
ま
し
た
。 

　

2
時
間
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
後
、教
室

で
報
告
様
式
で
あ
る
敷
地
調
査
図
に
１

件
１
件
写
真
を
貼
り
、異
状
内
容
の
選

択
肢
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
コ
メ
ン
ト
を
記
入

し
ま
す
。こ
の
作
成
が
想
像
以
上
に
時

間
の
か
か
る
作
業
で
し
た
。そ
の
た
め
点

検
を
早
々
に
切
り
上
げ
る
本
末
転
倒
の

行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

橋
本 

報
告
様
式
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
か
ら
の
報
告
内
容
を
記
録
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
し
た
が
、作
業
の
効
率

化
は
考
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

狩
屋 

効
率
的
な
方
法
を
模
索
し
て
い
た

と
き
に
、岡
山
国
道
事
務
所
さ
ん
と
世
紀

東
急
工
業
さ
ん
の
間
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
撮
影
す
る
だ
け
で
画
像
と
コ
メ
ン
ト
を

地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
報
告
書
が
作
成

で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
を
知
り
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
も

活
用
で
き
な
い
か
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

橋
本 
さ
っ
そ
く
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
・
敷
地
調
査
図
の
３
点
に
代
え

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
貸
与
を
決
め
ま
し
た
。

狩
屋　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で
作
業

は
大
き
く
効
率
化
で
き
、次
世
代
の
土
木

技
術
者
の
ス
キ
ル
習
得
の
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。高
校

生
に
身
近
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
活
用
は
、土
木
の
仕
事
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
も
確
か
で
す
。さ
ら
に
は
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

生
徒
た
ち
が
三
者
の
連
帯
感

を
そ
れ
ま
で
以
上
に
感
じ
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は

思
い
が
け
な
い
収
穫
で
し
た
。

―
― 

巡
視
結
果
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

三
上 

異
状
の
規
模
・
危
険
度
に
応
じ
て

優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
生
徒
さ
ん

に
は
、道
路
の
管
理
区
分
に
関
わ
ら
ず
、見

つ
け
た
異
状
は
ど
ん
ど
ん
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

市
道
の
異
状
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
れ
ば

岡
山
市
へ
、速
や
か
に
連
絡
す
る
な
ど
責

任
を
持
っ
て
連
携
し
て
い
ま
す
。

狩
屋 

管
理
区
分
を
越
え
て
利
用
者
の
視

点
で
異
状
を
発
見
で
き
る
こ
と
や
、徒
歩

や
自
転
車
と
い
う
交
通
弱
者
の
立
場
で
気

づ
け
る
こ
と
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な

ら
で
は
の
特
長
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

三
上 

そ
う
で
す
ね
。そ
の
一
つ
に
生
徒
さ
ん

が
発
見
し
た
、歩
道
と
民
地
の
境
界
に
近

い
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
沈
下
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。工
事
の
緊
急
性
が
高
い
異
状

と
判
断
し
、世
紀
東
急
工
業
さ
ん
に
指
示

し
て
即
日
復
旧
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

岡
山
国
道
事
務
所
で
は
、２
日
に
１
回

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
の
通
常
巡
回
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、車
上
か
ら
は
見
つ
け
に
く

い
場
所
が
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
す
。こ
の

例
で
は
、い
つ
も
自
転
車
で
そ
の
道
を
通

る
か
ら
こ
そ
気
づ
け
る
異
状
を
、授
業
以

外
の
時
間
に
発
見
し
て
く
れ
ま
し
た
。道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
生
徒
さ
ん
は
、普
段

か
ら
利
用
者
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
を
大
切
に

す
る
意
識
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
た「
あ

り
が
た
い
存
在
」
で
す
。

長
尾 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、道
路
を
見
る
眼

が
変
わ
り
ま
し
た
。大
き
な
欠
損
が
そ
ん

な
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、小
さ

な
ガ
タ
ツ
キ
で
も
こ
こ
危
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
普
段
か
ら
気
に
な
り
ま
す
。

坪
田 

自
分
た
ち
が
見
つ
け
た
異
状
を
直

し
て
も
ら
っ
た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

橋
本 

そ
う
言
っ
て
も
ら
え
る
と
、私
た
ち

も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。直
接
、喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
は
貴
重
な
の
で
、と
て
も

う
れ
し
い
で
す
ね
。

―
― 

土
木
の
担
い
手
の
育
成
と
い
う
こ
と

で
の
成
果
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

橋
本 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
ス
タ
ー
ト
し

た
初
年
度
は
、生
徒
さ
ん
の
将
来
の
夢
を

聞
い
て
み
る
と
、美
容
師
や
ア
ス
リ
ー
ト

な
ど
、土
木
以
外
の
仕
事
に
憧
れ
る
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、２
・
３
年
目
か
ら
は
、建

設
会
社
や
公
務
員
を
希
望
す
る
学
生
の

割
合
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。土
木
の
担

い
手
を
増
や
す
と
い
う
課
題
は
、こ
の
７

年
間
で
か
な
り
達
成
で
き
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

狩
屋 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
か
ら
土
木
・
建

設
の
仕
事
に
就
い
た
卒
業
生
は
、初
年
度

は
６
名
中
２
名
、２
年
目
は
６
名
中
５
名
、

３
年
目
以
降
は
６
名
中
６
名
で
す
。今
年

度
は
参
加
希
望
者
自
体
も
増
え
、な
ん
と

か
８
名
を
選
抜
し
て
活
動
し
、

８
名
全
員
が
土
木
・
建
設
分

野
に
内
定
し
て
い
ま
す
。ゼ
ネ

コ
ン
や
、高
速
道
路
会
社
、ま

た
国
土
交
通
省
や
岡
山
市
役

所
と
い
っ
た
行
政
な
ど
、一
人

ひ
と
り
が
よ
く
考
え
て
就
職

先
を
決
め
て
い
ま
す
。

長
尾 

採
用
試
験
の
際
、自
分

の
言
葉
で
社
会
イ
ン
フ
ラ
に

対
す
る
考
え
や
志
望
理
由
を
ハ
ッ
キ
リ
と

伝
え
ら
れ
た
の
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

坪
田 

僕
も
志
望
し
て
い
た
道
路
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
を
通
し

て
、い
ろ
い
ろ
な
維
持
・
保
守
業
務
を
知
り
、

寒
冷
地
の
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
心
を

持
っ
た
の
で
、就
職
後
は
経
験
を
積
ん
で

技
術
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

狩
屋 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
は
、本

校
の
土
木
科
全
体
に
も
波
及
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
生
徒
間
の
影

響
だ
け
で
な
い
と
感
じ
ま
す
。岡
山
国
道

事
務
所
さ
ん
や
世
紀
東
急
工
業
さ
ん
が
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
た
め
に
学
校
に
来

ら
れ
る
機
会
が
増
え
、土
木
・
建
設
に
携

わ
る
大
人
た
ち
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
、

業
界
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

も
産
官
学
連
携
の
効
果
だ
と
思
い
ま
す
。

―
― 

７
年
間
で
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活

動
は
ど
の
よ
う
に
広
が
り
ま
し
た
か
？

三
上 

平
成
30
年
度
か
ら
は
岡
山
県
全
域

に
拡
大
し
、土
木
系
学
科
を
設
置
す
る

３
つ
の
県
立
工
業
高
校（
岡
山
工
業
、津

山
工
業
、笠
岡
工
業
）を
結
び
、「
岡
山
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」と
し
て
展
開
し
て
い

ま
す
。

狩
屋 

高
校
生
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
エ
ビ

デ
ン
ス
を
示
す
た
め
、資
格
取
得
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。（
一
社
）日

本
非
破
壊
検
査
工
業
会
に
よ
る
国
土
交
通

省
認
定
資
格「
イ
ン
フ
ラ
調
査
士
」の
補
完

資
格
と
な
る
、「
イ
ン
フ
ラ
調
査
士
補
」で
す
。

初
級
・
中
級
が
あ
り
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
生
徒
た
ち
は
中
級
を
受
験
し
ま
す
。

　

今
後
、こ
う
し
た
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
学
生
が
ふ
え
て
い
く
こ
と
も
、土
木

を
勉
強
す
る
高
校
生
が
、社
会
問
題
で
あ

る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
し
て
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
― 
最
後
に
今
後
の
活
動
の
展
望
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

狩
屋 

将
来
的
に
は
、全
国
に
約
1
6
2

校
あ
る
土
木
系
学
科
を
持
つ
工
業
高
校
に

「
水
平
展
開
」し
て
い
く
こ
と
が
夢
で
す
。

近
隣
県
で
は
見
学
を
さ
れ
て
始
め
ら
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
興
味
の
あ
る

方
は
、ご
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
同
時
に
、高
校
生
の
発
信
力
に
も

期
待
し
て
い
ま
す
。岡
山
工
業
高
校
で
は
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
・
整
備
の
大
切
さ

を
伝
え
る
絵
本『
い
ん
ふ
ら
星（
せ
い
）の

も
の
が
た
り
』を
制
作
し
ま
し
た
。土
木
科

の
生
徒
た
ち
が
作
っ
た
お
話
に
、デ
ザ
イ
ン

科
の
生
徒
が
絵
を
付
け
ま
し
た
。ウ
ェ
ブ

上
の
動
画
で
も
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
体
験
を

通
し
て
イ
ン
フ
ラ
維
持
の
大
切
さ
を
知
っ

た
生
徒
た
ち
が
、自
分
の
言
葉
で
身
近
な

友
達
や
家
族
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
、周

囲
の
意
識
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
問
題
は
、社
会

の
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
べ
き
社
会
課
題
で
す
。市
民

の
気
付
き
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
、行
動
を

促
し
、次
世
代
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
継
続
的

に
守
る
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
視
点
か
ら

道
路
の
異
状
を
発
見
で
き
る

土
木
の
担
い
手
育
成
に
も

期
待
以
上
の
効
果

県
内
の
工
業
高
校
に
拡
大

技
術
を
証
明
す
る
専
門
資
格
も

岡
山
県
／
産
官
学
の
取
組
事
例

岡
山
市
内
の
国
道
1
8
0
号
清
心
町
交
差
点
に
架
か
る

歩
道
橋
や
歩
道
を
点
検
す
る
生
徒
た
ち
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

作
業
効
率
化
、
意
識
も
変
化
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多
摩
市
で
は
令
和
元
年
度
に
、全
国
で

も
ほ
ぼ
事
例
が
な
い
中
、市
内
す
べ
て
の

橋
梁
の
維
持
管
理
に
包
括
的
民
間
委
託

を
導
入
し
ま
し
た
。多
摩
市
役
所 

都
市

整
備
部 

道
路
交
通
課
長　

楢
島 

幹
夫

氏
と
、事
業
受
託
者
の
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社 

事
業
統
括
本
部 

社

会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
室 

副
室
長
を
務
め

る
野
田 

一
弘
氏
に
包
括
的
民
間
委
託
を

活
用
し
た
橋
梁
の
維
持
管
理
の
事
例
を
伺

い
ま
し
た
。

―
― 

多
摩
市
に
お
け
る
橋
梁
の
管
理
に
関
す

る
現
状
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

楢
島 

現
在
、多
摩
市
に
は
道
路
交
通
課

が
管
理
す
る
１
７
５
の
橋（
令
和
５
年
11

月
15
日
現
在
）が
あ
り
ま
す
。多
摩
セ
ン

タ
ー
駅
南
口
の
パ
ル
テ
ノ
ン
大
通
り
を
中

心
と
す
る
、広
々
と
し
た
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
を
は
じ
め
、人
と
車
を
分
離
し
て
、

歩
き
や
す
い
環
境
を
創
り
出
す
人
道
橋
の

割
合
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。そ
れ
も

15
m
以
上
の
大
き
な
橋
梁
が
大
半
を
占
め
、

面
積
ベ
ー
ス
で
数
え
る
橋
梁
の
管
理
数
量

は
、自
治
体
の
規
模
や
職
員
数
に
対
し
て

か
な
り
多
い
ほ
う
だ
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
市
内
に
架
け
ら
れ
た
橋

梁
は
、ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
市
民
の
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、周
辺
環

境
と
調
和
し
て
街
の
魅
力
的
な
風
景
を

形
成
し
て
い
ま
す
。多
摩
市
で
は
こ
れ
ら

の
橋
梁
を
大
切
な
資
産
と
し
て
、今
後
も

維
持
管
理
し
て
い
く
考
え
で
す
。

―
― 

橋
梁
の
維
持
管
理
に
、包
括
的
民
間

委
託
を
導
入
さ
れ
た
背
景
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

楢
島 

１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年

代
前
半
に
か
け
て
架
設
さ
れ
た
市
内
の
橋

梁
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
５
年
に
１
回
と
な
っ
た

法
定
点
検
の
一
巡
目
で
、早
期
に
措
置
が

必
要
と
さ
れ
る
判
定
区
分
Ⅲ
の
橋
梁
が

比
較
的
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ⅲ
判
定
に
つ
い
て
は
早
急
に
修
繕
し
、

予
防
保
全
型
の
管
理
に
移
行
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、い
ざ
点
検
結
果
に
基

づ
き
、修
繕
計
画
の
策
定
や
補
修
設
計
へ

と
進
め
る
過
程
で
、個
別
の
課
題
に
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
従
来
は
、点
検
・
診
断
、

全国に先駆けて歩車分離を基盤とする街づくりを進めてきた東京都多摩市
数多い「人道橋」をはじめ、市内の橋梁は暮らしを支える大切な資産

今後も良好な状態を保つための取り組みが行われています

判定区分Ⅲの
割合が1割に減少

包括的民間委託の導入により効率的なメンテナンスを実現

都市整備部 
道路交通課長

多摩市役所

楢島 幹夫氏

事業統括本部
社会マネジメント事業室 副室長

八千代エンジニヤリング株式会社

野田 一弘氏

市
内
１
７
５
の
橋
梁
を

大
切
に
引
き
継
い
で
い
く

老
朽
化
の
進
展
に
よ
り

現
場
の
対
応
が
困
難
に

設
計
、工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事
業
者
に

単
年
度
契
約
で
発
注
し
て
い
た
た
め
、一
貫

し
た
思
想
を
も
っ
て
、業
務
を
履
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。例
え
ば
、

点
検
業
者
は
修
繕
が
必
要
と
判
定
し
た

場
合
で
も
、設
計
業
者
は
こ
の
程
度
な
ら

修
繕
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
意
見
の
相
違

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、点

検
業
者
に
よ
っ
て
判
定
が
異
な
る
バ
ラ
ツ

キ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
を
市
の
担
当
職

員
が
精
査
し
て
い
て
は
、実
質
１
名
程
度

で
担
っ
て
い
た
橋
梁
管
理
の
実
務
担
当
者

の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
、業
務
の
効
率

化
も
図
れ
な
い
の
が
実
情
で
し
た
。そ
こ
で

市
内
の
1
7
1
橋（
発
注
当
時
）を
対
象

と
す
る「
定
期
点
検
」「
長
寿
命
化
修
繕
計

画
の
改
定
」「
補
修
設
計
」を
一
括
し
て
一
事

業
者
に
委
託
す
る
包
括
的
民
間
委
託
を

検
討
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

―
― 

包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
に
あ
た
り
、

市
役
所
内
で
行
っ
た
調
整
と
、ど
の
よ
う

に
委
託
事
業
者
を
選
定
し
た
か
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

楢
島 

当
時
は
、道
路
等
の
日
常
管
理
で
の

包
括
的
民
間
委
託
は
全
国
で
い
く
つ
か
事

例
が
あ
っ
た
も
の
の
、橋
の
維
持
管
理
業

務
で
の
委
託
事
例
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
市
役
所
内
で
は
、ま
ず
橋
梁
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、民
間
の
技
術
力
、組

織
力
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
業
務
に
取
り
入
れ
る

と
い
う
目
的
を
明
確
に
提
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、業
務
の
位
置
付
け
も
、道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
の
対
象
と
す
る
も

の
と
、単
独
事
業
と
す
る
も
の
の
区
別
も

工
夫
し
た
う
え
で
、包
括
的
民
間
委
託
を

う
ま
く
導
入
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
図

り
ま
し
た
。

　

事
業
者
の
選
定
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
の
項
目
は
、①
技
術
者
の
所
有
資

格 

②
近
隣
自
治
体
の
同
種
業
務（
同
一
業

務
で
な
く
て
可
）の
実
績
数 

③
価
格 

④

提
案
内
容 

⑤
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
５

つ
。提
案
の
内
容
と
し
て
、橋
梁
定
期
点

検
、長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
改
定
、補
修

設
計
を
一
括
し
て
発
注
し
た
場
合
、受
託

者
と
し
て
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
を
問
い
、そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
の
連

携
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
効
果
が
大
き
い
も

の
を
高
得
点
と
し
ま

し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の

結
果
、業
務
の
目
的

と
主
旨
を
理
解
し
、

適
切
に
履
行
で
き
る

能
力
を
持
つ
事
業
者

と
し
て
、八
千
代
エ

ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
さ

ん
に
、令
和
元
年
度

よ
り
５
年
間
の
長
期
契
約
に
て
包
括
的

民
間
委
託
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
を
５
年
と
し
た
の
は
、法
定
点
検

の
周
期
に
合
わ
せ
た
か
ら
で
す
が
、５
年

と
い
う
見
通
し
の
中
で
、国
の
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
補
助
制
度
を
計
画
的
に
利
用

す
る
な
ど
、財
源
確
保
が
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

―
― 

包
括
的
民
間
委
託
は
、多
摩
市
に
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
ま
し
た
か
？

楢
島 

や
は
り
一
番
の
効
果
は
、各
業
務
間

に
一
貫
性
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。こ
れ
ま
で

「
定
期
点
検
」「
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
改

定
」「
補
修
設
計
」の
業
務
間
の
調
整
に
要

し
て
い
た
時
間
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
で
き
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
市
の
担
当
職
員
の
負
担
は

軽
減
し
、対
応
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
増
し
て
い

ま
す
。

　

結
果
と
し
て
計
画
的
な
修
繕
が
実
施
で

き
て
お
り
、早
期
措
置
が
必
要
と
さ
れ
る

橋
梁
の
割
合
を
着
実
に
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
さ
ん

が
も
つ
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
力
を
生

民
間
の
技
術
力
や
組
織
力

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る

多
摩
市
／
包
括
的
民
間
委
託
の
活
用
事
例

ほぼ前例のなかった包括的民間委託は両者の信頼関係のもと期待以上の効果を生んだ。

Tama city / TOKYO

包括的民間委託の活用事例

Ⅲ
判
定
の
割
合
が

１
割
に
減
少
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一
本
杉
橋
（
斜
張
橋
）
の
主
塔
部
の
高
所
作
業
車
を
用
い
た
近
接

目
視
点
検
の
状
況
。
特
殊
構
造
の
橋
梁
も
管
理
し
て
い
る
た
め
、

橋
梁
の
特
性
を
踏
ま
え
た
点
検
が
で
き
る
よ
う
事
前
の
意
見
交

換
が
重
要
で
あ
っ
た
。

か
し
、業
務
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

野
田 

人
道
橋
が
多
い
多
摩
市
の
場
合
、

人
が
通
る
と
い
う
目
線
で
の
点
検
が
必
要

だ
と
考
え
、そ
こ
を
手
厚
く
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
階
段
や
手
す
り
と
い
っ
た
一
般

の
橋
梁
に
は
な
い
部
材
も
点
検
項
目
に

独
自
に
加
え
て
い
ま
す
。ま
た
、修
繕
が
必

要
な
部
分
に
つ
い
て
は
、大
き
な
工
事
を

し
な
く
て
も
、維
持
工
事
で
簡
単
に
対
応

で
き
る
損
傷
で
あ
れ
ば
、そ
れ
が
点
検
結

果
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
記
録
す
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、定
期
点
検
時
に
、健
全
度
の
回

復
措
置（
現
状
復
旧
）と
い
う
位
置
づ
け
で

簡
易
な
補
修
を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
健
全
性
区
分
を
Ⅲ
か
ら

Ⅰ
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

楢
島 

従
来
は
点
検
・
診
断
、設
計
、工
事

を
隔
年
で
行
っ
て
い
た
た
め
、Ⅲ
判
定
か
ら

Ⅰ
判
定
に
な
る
ま
で
に
３
、４
年
を
要
し

て
い
た
も
の
が
、一
括
し
た
委
託
に
よ
っ
て

早
期
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、桁
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
が
生

じ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、安
全
性
に
大
き

な
問
題
が
な
く
て
も
健
全
性
が
Ⅲ
判
定
と

な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、モ
ル

タ
ル
に
よ
る
断
面
修
復
と
い
っ
た
簡
易
的

な
維
持
工
事
で
修
繕
す
れ
ば
判
定
を
Ⅰ
判

定
に
で
き
ま
す
。そ
う
し
た
橋
梁
を
M
判

定
と
し
て
、点
検
後
に
速
や
か
に
維
持
工

事
で
対
処
し
診
断
結
果
を
Ⅰ
判
定
と
記

録
し
ま
す
。こ
れ
は
簡
易
な
補
修
に
限
ら

ず
、短
期
契
約
を
結
ん
で
い
る
軽
微
な
工

事
や
設
計
図
面
が
必
要
な
大
き
な
修
繕
す

べ
て
に
反
映
さ
れ
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
り
こ
の
５
年
間
で
全
体
の
４
割
あ
っ
た

Ⅲ
判
定
が
１
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

野
田 

床
版
等
の
ひ
び
割
れ
に
つ
い
て
は
、進

行
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
か
ら
修
復

の
要
否
を
判
断
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
は
追
跡
調
査
ま
で
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。今
回
は
５
年
間
と
い
う
委
託

期
間
の
中
で
追
跡
調
査
が
し
や
す
く
な
っ

た
た
め
、A
I
技
術
を
活
用
し
画
像
処
理

を
行
い
、機
械
に
判
断
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、診
断
に
客
観
性
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

楢
島 

発
注
者
・
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン

グ
・
維
持
工
事
業
者
の
三
者
意
見
交
換
の

定
期
的
な
実
施
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
も
、業
務
の
流
れ
が
一
層
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
適
宜
見
直
す
な
ど
、き
め
細
か
く

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
― 

包
括
的
民
間
委
託
の
事
業
者
側
の
メ

リ
ッ
ト
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

野
田 

業
務
量
の
見
通
し
を
持
ち
や
す
く
、

人
員
配
置
や
業
務
の
平
準
化
が
図
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、何
よ
り
複
数

年
の
包
括
契
約
の
中
で
、補
修
設
計
を
行

う
立
場
、ま
た
経
過
観
察
を
行
え
る
立
場

と
し
て
の
よ
り
厳
密
な
診
断
と
総
合
的

な
判
断
が
で
き
、積
極
的
な
改
善
提
案
と

実
践
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

事
業
者
も
管
理
者
に
近
い
立
場
・
意
識

で
事
業
全
体
に
寄
り
添
い
、力
量
を
向
上

さ
せ
る
機
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド
が
与
え
ら
れ

た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
― 

長
期
に
わ
た
る
業
務
を
円
滑
に
進
め

る
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
？

楢
島 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
図
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。打
ち
合
わ
せ
は
、基

本
的
に
初
回
、中
間
、完
了
時
に
行
う
と

い
う
サ
イ
ク
ル
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、初

年
度
と
、「
長
寿
命
修
繕
計
画
の
改
訂
」を

行
っ
て
い
た
２
年
目
は
、か
な
り
の
回
数
の

打
ち
合
わ
せ
を
対
面
で
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
個
別
に
相
談
し
た
り
、

受発注者間の円滑なコミュニケーションが PDCA サイクルの加速につながる。

相
談
を
受
け
た
り
す
る
中
で
相
互
理
解
が

深
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
田 

そ
う
で
す
ね
。業
務
の
発
展
に
向
け

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い

関
係
が
築
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。雑
談

も
で
き
る
こ
と
が
案
外
大
事
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。業
務
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、行
政
の
実
務

的
な
手
続
き
な
ど
、細
か
く
フ
ラ
ン
ク
に

質
問
で
き
た
お
か
げ
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
て

「
簡
易
補
修
も
こ
う
い
っ
た
形
な
ら
で
き

ま
す
ね
」と
、ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
解
決

策
を
提
案
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

楢
島 

普
段
か
ら
対
話
を
通
じ
て
し
っ
か

り
と
し
た
共
通
認
識
が
で
き
て
き
た
こ
と

で
、八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
さ
ん
に
も

自
由
度
の
高
い
動
き
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。お
互
い
の
信
頼
関
係

の
も
と
、新
技
術
の
活
用
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
試
行
検
証
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
― 

こ
れ
か
ら
包
括
的
民
間
委
託
の
導
入

を
検
討
さ
れ
る
自
治
体
の
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

楢
島 

期
待
す
る
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、

事
業
者
か
ら
の
技
術
提
案
を
求
め
る
よ

う
な
選
定
方
式
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。そ
の
た
め
に
は
発
注
側
で
明
確
に

仕
様
を
定
め
て
発
注
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
補
助
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。補
助
の
要

綱
に
合
致
す
る
よ
う
に
事
前
に
庁
内
の
補

助
金
窓
口
と
の
調
整
が
必
要
で
す
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
い

る
問
題
は
異
な
る
た
め
、ど
の
部
分
に
つ

い
て
民
間
の
事
業
者
に
お
願
い
し
た
い
の

か
を
よ
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、導
入
ま
で
に
時
間
は
か
か
り
ま
す
。職

員
で
で
き
る
と
こ
ろ
、で
き
な
い
と
こ
ろ
、

職
員
が
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
な

ど
、よ
く
整
理
し
た
う
え
で
、複
数
の
民
間

の
事
業
者
に
意
見
を
聴
い
て
み
て
か
ら
を

行
う
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

橋
梁
以
外
の
道
路
構
造
物
、例
え
ば
、擁

壁
、ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
な
ど
の
維
持
管

理
手
法
の
間
に
差
が
生
じ
ま
す
。積
極
的

な
予
防
保
全
な
の
か
、こ
れ
ま
で
通
り
の
対

症
療
法
な
の
か
、目
指
す
と
こ
ろ
を
明
確

に
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。 

た
だ
し
、少
な

い
職
員
で
で
き
る
利
点
が
あ
る
一
方
で
、携

わ
る
職
員
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、市
側

の
職
員
の
橋
梁
維
持
管
理
に
お
け
る
知
識

や
技
術
力
の
低
下
が
進
ま
な
い
よ
う
努
め

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。そ
う
し
た
点
か

相
互
理
解
の
深
ま
り
が

業
務
の
質
を
上
げ
る

多
摩
市
／
包
括
的
民
間
委
託
の
活
用
事
例

ら
こ
の
業
務
の
中
で
作
成
い
た
だ
い
た
多

摩
市
の
実
情
に
基
づ
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
浸

透
さ
せ
組
織
ナ
レ
ッ
ジ
に
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
― 

事
業
者
の
観
点
で
包
括
的
民
間
委
託

を
広
げ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
？ 

野
田 

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
を
取
り
巻
く

社
会
課
題
の
解
決
や
、わ
が
国
が
目
指
す

未
来
像Society5.0

の
実
現
に
向
け
て

は
、一
層
の
官
民
連
携
事
業
の
普
及
と
発

展
が
不
可
欠
で
す
。

　

多
摩
市
モ
デ
ル
の
よ
う
な
包
括
的
民
間

委
託
は
、そ
の
よ
う
な
将
来
像
へ
の
段
階

的
な
展
開
に
お
け
る
足
掛
か
り
と
な
る
事

業
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。発

注
者
と
受
注
者
と
い
う
甲
乙
の
関
係
で
は

な
く
、お
互
い
の
立
場
や
役
割
の
違
い
を

生
か
し
、同
じ
方
向
を
向
い
て
一
緒
に
課
題

の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
意
識
共
有

や
連
携
が
で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
検
討

段
階
の
み
で
な
く
、実
践
段
階
に
お
い
て

も
適
用
可
能
な
補
助
制
度
の
ほ
か
、既
存

の
補
助
制
度
に
お
け
る
課
題
の
改
善
な
ど
、

官
民
連
携
事
業
の
発
展
を
促
す
制
度
設
計

や
規
制
緩
和
が
、今
後
ま
す
ま
す
進
ん
で
い

く
こ
と
に
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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真
っ
直
ぐ
つ
な
が
る
道
路
だ
っ
た
の
で
、多

少
幅
が
狭
く
て
も
大
変
便
利
で
し
た
。行

き
交
う
車
が
大
型
化
し
て
か
ら
は
、安
全

に
す
れ
違
え
る
よ
う
待
避
所
を
設
け
る
な

ど
し
て
工
夫
し
て
使
っ
て
き
ま
し
た
。

遠
藤 

そ
う
で
す
ね
。い
つ
か
は
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
認
識
は
ど
こ
か
に

あ
っ
て
も
、撤
去
に
な
れ
ば
不
便
に
な
る
と

多
く
の
住
民
が
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

―
― 

市
で
は
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
を
し

て
き
た
の
で
す
か
？

渡
部 

合
併
前
の
櫛
引
町
の
記
録
も
見
て

み
ま
す
と
、昭
和
59
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
修

繕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
鶴
岡
市
へ

の
合
併
後
も
続
き
ま
し
た
。毎
年
補
修
を

す
る
橋
梁
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

上
野 

鶴
岡
市
内
に
８
３
４
あ
る
橋
梁
の

中
で
も
、非
常
に
手
間
と
予
算
の
か
か
る

橋
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
部 

加
え
て
、黒
川
橋
が
架
か
る
赤
川
は

一
級
河
川
な
の
で
、国
に
占
用
申
請
が
必

要
で
す
。本
来
、橋
は
10
年
ご
と
の
更
新
で

し
た
が
、黒
川
橋
は
老
朽
化
の
影
響
が
あ

り
、耐
震
性
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
な
が

　

鶴
岡
市
で
は
、市
内
を
流
れ
る
一
級
河

川
・
赤あ

か
が
わ川

に
架
か
る
黒く

ろ
か
わ
は
し

川
橋
の
撤
去
工
事

が
令
和
５
年
10
月
～
令
和
８
年
３
月
完

了
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。長
き
に

わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
橋
の
撤
去
が
決

ま
る
ま
で
、市
と
住
民
と
の
間
で
ど
の
よ

う
に
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
の
か
、鶴
岡

市
の
担
当
者
と
、黒
川
橋
を
利
用
し
て
き

た
櫛く

し
び
き引

地
域 

自
治
会
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
― 
現
在
、撤
去
工
事
中
の
黒
川
橋
は
ど

の
よ
う
な
橋
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

渡
部 
黒
川
橋
は
昭
和
10
年
に
、山
形
県
に

よ
っ
て
架
け
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
の
橋
で
す
。全
長
約
３
０
０
メ
ー
ト

ル
も
の
長
さ
に
対
し
、昔
の
橋
な
の
で
幅

地
域
の
往
来
を
見
つ
め
た
橋

88
年
の
歴
史
に
幕

毎
年
修
繕
を
重
ね
て
維
持

安
全
性
を
最
優
先
に
撤
去
へ

黒川下地区 区長

清和 昌一氏

馬渡地区 区長

遠藤 伊知郎氏

建設部 土木課 課長

渡部 悟氏

櫛引庁舎 産業建設課 主査

上野 一信氏

田代地区 元区長

齋藤 悟氏

丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

生
ま
れ
る
納
得
と
理
解

老
朽
化
し
た
橋
の
あ
り
方
と

地
域
の
課
題
を
住
民
と
共
に
考
え
る

集
約
・
撤
去
に
お
け
る
住
民
と
の
合
意
形
成
事
例

平
成
17
年
に
１
市
４
町
１
村
が
合
併
し
、東
北
一の
広
さ
を
誇
る
山
形
県
鶴
岡
市

水
が
豊
か
な
庄
内
平
野
に
位
置
し
、８
３
４
橋
を
管
理
し
て
き
ま
し
た

「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」に
基
づ
き
、

老
朽
化
し
た
橋
の
集
約
・
撤
去
も
進
め
て
い
ま
す

櫛引地域 自治会

鶴岡市

Tsuruoka city / YAMAGATA

は
４
．６
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、時
代
と
と
も

に
老
朽
化
も
進
み
ま
し
た
が
、か
つ
て
は

櫛く
し
び
き
ま
ち

引
町（
現
・
鶴
岡
市
櫛
引
地
域
）の
中
心

部
に
赤
川
の
対
岸
の
集
落
か
ら
最
短
ル
ー

ト
で
つ
な
が
る
主
要
な
橋
で
、橋
周
辺
も

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。近
年
は
地

元
の
生
活
道
路
と
し
て
そ
の
役
割
を
変
え

な
が
ら
88
年
間
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

清
和 

私
は
黒
川
橋
の
た
も
と
に
あ
た
る

黒く
ろ
か
わ
し
も

川
下
地ち

く区
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。こ
の

あ
た
り
で
は
黒
川
橋
が
、赤
川
の
対
岸
か

ら
の
唯
一
の
橋
だ
っ
た
時
代
が
あ
り
、橋
を

渡
っ
て
す
ぐ
の
集
落
に
は
多
く
の
店
が
軒

を
連
ね
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。ま
さ
に
櫛

引
を
つ
く
っ
て
き
た
の
が
黒
川
橋
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

渡
部 

そ
う
し
た
橋
な
の
で
、昭
和
55
年
、

黒
川
橋
か
ら
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
流

を
横
切
る
県
道
に
、王お

う
ぎ
ば
し

祇
橋
が
架
設
さ
れ

た
と
き
も
す
ぐ
に
撤
去
と
は
な
ら
ず
、黒

川
橋
は
県
か
ら
市（
当
時
は
町
）へ
と
移
管

さ
れ
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

齋
藤 

王
祇
橋
が
完
成
し
た
と
き
に
は
、こ

ん
な
に
近
接
し
た
場
所
に
新
し
い
橋
が
で

き
た
ら
、い
ず
れ
黒
川
橋
は
撤
去
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
は
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
黒
川
橋
は
役

所
や
農
協
関
係
の
施
設
が
あ
る
中
心
部
と

ら
、近
年
は
１
年
ご
と
に
国
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
更
新
手
続
き
を
行
う
な
ど
手
間

を
要
し
て
い
ま
し
た
。

上
野 

平
成
13
年
に
は
９
ト
ン
荷
重
か
ら
４

ト
ン
荷
重
へ
大
型
車
の
重
量
制
限
を
行
い
、

使
い
方
の
面
で
も
工
夫
し
な
が
ら
、維
持
管

理
を
続
け
る
方
向
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

―
― 

撤
去
の
方
向
に
舵
を
切
っ
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
？

渡
部 

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

耐
震
性
や
耐
荷
重
の
問
題
が
、あ
ら
た
め

て
注
目
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

黒
川
橋
の
老
朽
化
は
著
し
く
、健
全
性
診

断
で
も
毎
回
、早
期
措
置
が
必
要
な
Ⅲ
判

定
で
あ
り
、重
量
制
限
も
必
要
な
橋
で
し

た
の
で
、安
全
性
へ
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

齋
藤 

わ
れ
わ
れ
住
民
も
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
様
子
は
、老
朽
化
し
た
施
設

の
危
険
性
を
真
剣
に
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

―
― 

い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、市
と

住
民
の
方
々
と
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ

た
の
で
す
か
？

渡
部 

平
成
26
年
度
～
平
成
28
年
度
の
３

約
10
年
間
の
余
裕
を
も
っ
て

具
体
的
な
計
画
を
提
案

令和５年10月より黒川橋の撤去工事がはじまった。

鶴
岡
市
／
集
約
・
撤
去
に
お
け
る
住
民
と
の
合
意
形
成
事
例

黒川橋の撤去工事の状況

黒川橋
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朽
化
の
現
実
を
聞
け
ば
、残
念
な
思
い
は

あ
っ
て
も
納
得
で
き
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。

―
― 

住
民
の
方
か
ら
要
望
等
は
あ
り
ま
し

た
か
？

渡
部 

交
通
安
全
上
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。黒
川
橋
の
大
型

車
重
量
制
限
以
降
、王
祇
橋
へ
と
迂
回
す

る
通
過
交
通
が
、住
宅
街
を
通
る
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

齋
藤 

特
に
大
型
車
が
曲
が
り
に
く
い
交

差
点
が
あ
り
、子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安

全
確
保
の
面
か
ら
も
対
策
を
と
っ
て
ほ
し

い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。黒
川
橋
の
撤
去

以
降
は
、さ
ら
に
交
通
量
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、早
め
に
工
事
を
進

め
て
も
ら
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

渡
部 

交
通
安
全
上
の
課
題
や
地
域
の
皆

様
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、交
差
点
改
良

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

清
和 

こ
の
交
差
点
改
良
工
事
に
よ
り
、王

祇
橋
方
面
へ
迂
回
す
る
大
型
車
が
住
宅
街

に
入
る
手
前
で
ス
ム
ー
ズ
に
誘
導
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

齋
藤 

車
両
通
行
止
め
の
前
に
区
長
に
対

し
て
行
わ
れ
た
現
地
説
明
会
で
は
、市
の

担
当
者
と
わ
れ
わ
れ
が
黒
川
橋
の
た
も
と

に
立
っ
て
車
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、車
両
通

行
止
め
看
板
の
設
置
場
所
を
的
確
に
決
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。住
民
は
わ
か
っ
て
い
て
も
市
外
の
車

が
間
違
え
て
住
宅
街
に
入
っ
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
か
ら
、地
域
に
精
通
す
る
住

民
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

上
野 

橋
の
集
約
・
撤
去
の
合
意
形
成
の
一

環
と
し
て
、地
域
の
交
通
課
題
を
住
民
の

皆
さ
ん
と
相
談
し
て
決
め
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
― 

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
形
成

は
ど
の
よ
う
に
し
て
図
ら
れ
ま
し
た
か
？

渡
部 

関
係
３
地
区
ご
と
に
住
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。告
知
は
市
広
報
の
ほ

か
、チ
ラ
シ
を
作
成
し
、区
長
さ
ん
を
介
し

て
全
戸
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。参

加
さ
れ
る
方
、さ
れ
な
い
方
、皆
さ
ん
ご
都

合
や
お
考
え
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、ま
ず

は
全
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
が
届
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

櫛
引
地
域
で
は
各
地
区
に
６
～
８
世

帯
の
組
が
あ
り
、組
長
か
ら
配
付
物
が
全

戸
に
行
き
渡
る
体
制
や
、組
長
が
集
ま
る

役
員
会
な
ど
も
あ
り
、情
報
が
届
く
仕
組

み
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、平
成
26
年

度
～
平
成
28
年
度
の
３
年
間
、区
長
会
議

な
ど
に
よ
っ
て
継
続
的
に
意
見
交
換
を
行

う
中
で
、区
長
さ
ん
か
ら
随
時
住
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
発
信
が
な
さ
れ
、疑
問
・
質

問
が
あ
れ
ば
区
長
さ
ん
を
通
し
て
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。住
民
説
明
会
と

し
て
は
各
地
区
１
回
の
み
の
開
催
で
し
た

Tsuruoka city / YAMAGATA

が
、皆
さ
ん
の
合
意
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
の
は
、た
だ
１
回
の
開
催
で
合
意

が
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、そ
れ
ま
で
の

３
年
間
の
き
め
細
か
い
や
り
と
り
の
結
果

だ
と
考
え
ま
す
。

―
― 

住
民
説
明
会
で
の
説
明
事
項
を
具
体

的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
部 

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
で
は
、

『
集
約
・
撤
去
の
考
え
方
』を
説
明
し
ま

し
た
。「
王
祇
橋
と
の
集
約
化
に
よ
り
、黒

川
橋
の
撤
去
を
行
う
こ
と
で
、市
の
橋
梁

数
の
縮
減
を
行
い
、維
持
管
理
費
を
含
め

た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
」こ

と
を
前
提
に
、①
損
傷
が
著
し
く
進
行
し

て
お
り
重
量
制
限
等
が
行
わ
れ
て
い
る
橋

梁 

②
２
橋
以
上
が
近
接
し
て
い
る
橋
梁

と
い
う
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

資
料
と
し
て 

①
橋
梁
諸
元 

②
こ
れ

ま
で
の
経
緯
・
経
過（
補
修
履
歴
） 

③
現

況
写
真 

④
平
成
24
年
度
か
ら
の
河
川
占

用
に
係
る
協
議
内
容
と
市
の
方
針
決
定

ま
で
の
手
続
き
に
関
す
る
情
報
を
用
意

し
ま
し
た
。

上
野 

合
意
形
成
が
得
ら
れ
た
後
も
、市
の

広
報
誌
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
事
業
説
明

を
行
い
ま
し
た
。今
後
撤
去
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

住
民
説
明
会
に
至
る
ま
で
の

丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
そ
が
重
要

年
間
で
時
間
を
か
け
た
説
明
と
話
し
合
い

を
進
め
て
き
ま
し
た
。ま
ず
は
関
係
３
地

区
の
区
長
さ
ん
に
、お
よ
そ
10
年
計
画
の

中
で
、「
平
成
29
年
３
月
に
車
両
通
行
止

め
に
し
て
歩
道
橋
と
す
る
」「
平
成
36
年

度（
令
和
６
年
度
）頃
に
撤
去
を
完
了
す

る
」と
い
う
方
針
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

齋
藤 

私
は
当
時
の
区
長
と
し
て
説
明
を

受
け
た
一
人
で
す
。黒
川
橋
に
つ
い
て
は
、そ

れ
ま
で
も
い
つ
か
は
撤
去
と
い
う
意
識
は

あ
っ
た
も
の
の
、ま
だ
先
と
思
っ
て
い
た
の

で
驚
き
は
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
撤
去
完

了
ま
で
約
10
年
の
余
裕
を
も
っ
て
具
体
的

な
期
限
を
示
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、区

長
と
し
て
地
域
住
民
へ
の
説
明
も
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、年
２
～
３
回
あ

る
区
長
会
議
で
も
随
時
詳
細
な
情
報
提

供
が
行
わ
れ
、そ
の
た
び
に
地
区
に
持
ち

帰
っ
て
役
員
会
や
総
会
な
ど
、住
民
が
集

ま
る
機
会
に
報
告
し
て
意
見
交
換
も
し
て

き
ま
し
た
。

清
和 

私
の
地
区
は
特
に
黒
川
橋
の
恩
恵

を
受
け
て
き
た
の
で
、ず
っ
と
使
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
住
民
の
方
も
い

ま
し
た
。そ
れ
で
も
当
時
の
区
長
か
ら
老

橋
の
集
約
・
撤
去
と
と
も
に

地
域
の
交
通
課
題
も
協
議

渡
部 

鶴
岡
市
で
は「
鶴
岡
市
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」に
今
回
の
合
意
形
成
に

よ
る
集
約
・
撤
去
も
し
っ
か
り
記
載
し
て

い
ま
す
。市
内
に
は
管
理
橋
梁
も
多
く
、そ

の
健
全
性
を
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
集
約
・
撤
去
計
画
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

今
回
の
黒
川
橋
の
集
約
・
撤
去
で
は
、

住
民
と
の
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
構
築
で
き
た
関
係
性
が
、集
約
・
撤

去
に
お
け
る
円
滑
な
合
意
形
成
と
い
う
成

果
を
生
み
ま
し
た
。今
後
の
撤
去
に
お
い

て
も
そ
れ
を
土
台
に
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

齋
藤 

地
域
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。住
民
と
の
合
意
形
成
は
、

住
民
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
住
民
視
点

も
ふ
ま
え
て
、共
に
議
論
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。そ
し
て
、今
回
、住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
た
の
は
、市
の
担
当
者

も
単
に
集
約
・
撤
去
の
合
意
を
と
る
と
い

う
姿
勢
で
進
め
て
い
く
の
で
は
な
く
、一
緒

に
地
域
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

丁寧なコミュニケーションを重ねていくことが、理解と納得につながる

迂回路である王祇橋

手前が撤去する黒川橋、奥が迂回路の王祇橋。約400m離れた距離にある

鶴
岡
市
／
集
約
・
撤
去
に
お
け
る
住
民
と
の
合
意
形
成
事
例

黒川橋

王祇橋
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道路メンテナンス先進的取組

鶴岡市

多摩市

岡山工業
高校

　2017年、岡山工業高校土木科生徒が学校近隣の国道を徒歩

でパトロールし、発見した道路の異状をスマートフォンで報告する

インフラメンテナンスの取り組みをスタートした。スマートフォンで

撮影した写真には位置情報や道路状況が含まれ、クラウド上で道

路管理者や維持業者と共有している。

　この活動は課題研究の一環として行われているもので、学校

近隣国道の道路管理者岡山国道事務所、この区間の維持業者

世紀東急工業㈱からの協力で実現。翌年からは岡山県全域に活

動を拡大、津山工業高校土木科、笠岡工業高校環境土木科に

も波及をした。

　国土交通省等がインフラメンテナンスの優れた取り組みを表彰

する第5回インフ

ラメンテナンス

大賞で優秀賞を

受賞。土木学会

からは第1回イン

フラメンテナンス

チャレンジ賞等、

多くの賞を受賞

した。また、2023

年2月に実施さ

れた愛 知 県 公

立高校入試で

は社会科分野で

「岡山道路パト

ロール隊」が問

題として出題され、約5万人もの中学生が受験した。多くの若者にイ

ンフラメンテナンスの重要性の理解につながった。

　活動による大きな成果は建設業への入職者が大幅に増えたこ

と。活動2年目からはパトロール隊メンバーの100％に近い生徒が

建設業へ進むようになった。「社会で活躍されている方と関わること

で、長期インターンシップと同様の効果が建設業への入職を後押し

した」という大きな産官学の連携効果が創出された。

　また、意識面では生徒達に自分達の活動が地域貢献につながっ

ているという自覚が生まれ、点字ブロックのガタつき等、生徒達は登

下校中の発見でも報告するようになった。

　学校の教育活動は校内だけで完結してしまいがちと危惧してい

たが、「校外で活動することで社会とつながり、利用者を考えた土木

とは何か」を意識できるようになった。生徒達の成長と共に、生徒達

を通じた地域内への意識や関心の拡がりも期待される。

産官学の取り組みによる、
将来の担い手への効果・地域
への拡がり

岡山工業高等学校

多摩市

鶴岡市

せている。また、点検から措置までの効率化を目的に、定期点

検を行う者が実施する簡易補修を試行している。これにより

健全性区分をⅢからⅠにすることも可能になっている。複数年

契約を生かし、簡易補修跡の経過を確認しており、現状で再

劣化等は見られないことから、その有効性が示唆される。その

他、措置の判断の適正化によるＬＣＣの縮減を目的に、ＡＩ画

像計測技術を活用した、ひび割れ進行性の判断手法の追求も

試行している。

　多摩市では令和６年度より、他の道路施設への水平展開も

予定している。引き続き、包括的な業務委託の意義を活用しな

がら、持続可能な橋梁維持管理を実現する仕組みとして段階

的に成熟させていきたい。

　多摩市道路交通課では、令和元年度より５年間の長期契約

にて、全管理橋梁１７５橋を対象とした定期点検、長寿命化修

繕計画の改定、補修設計を一括して１事業者が実施する包括

的民間委託を導入している。

　各業務間での思想の統一や診断精度のバラツキの解消、発

注手間の集約化などといった効果が発現しており職員の負担

軽減に繋がっている。また何より、受発注者間のコミュニケー

ションが円滑となり、両者の信頼関係のもと、新技術の活用

等、種々の改善提案・議論や試行検証の実践といったこまめ

なＰＤＣＡが加速化しているとともに、官民連携意識の醸成が

促されている。

　具体的な取組例として、早期措置段階の橋梁の対策と予防

保全的な措置の両立等を目的に、長寿命化修繕計画の改定

に際し、定期点検における多摩市独自の対策区分判定の導入

を検討し、実践している。定期点検時に損傷を仕分けし、維持

工事で対応できる損傷を抽出して翌年度に措置を実施してい

る。これにより、早期措置段階の橋梁の割合を減少（約４割か

ら約１割）させながら、予防保全型の維持管理も着実に進捗さ

　鶴岡市では、多くの橋梁を管理しており、全体で８３４橋ある。高

度経済成長期およびバブル景気（特に１９６０～１９８０年代）に

７１％（５９２橋）と多くの橋梁が架設されている。建設後５０年以

上を経過した老朽化橋梁は、全管理橋梁数のうち、１０年後には

４９％、２０年後には７６％となり、今後、補修費・架替費など膨大な

費用が必要となることが予想されている。

　そのため、今後老朽化する橋梁の増大に伴い、従来の傷んでか

ら治す「事後的な修繕および架替」では、大規模修繕や架替が同

時期に集中し、道路機能の低下、財政圧迫を招き、道路利用者へ

提供する安全・安心なサービスの低下が危惧される。

　このような背景から、これまでの橋梁点検結果を踏まえて、橋梁

の維持管理方法を従来の事後的な修繕および架替を行う「対症

療法型」から、予防的な修繕および計画的な架替を行う「予防保

全型」へ転換する。

 「道路利用者のための安全・安心の確保」「コストの縮減」「予算

平準化」を目的に、本市に適した「鶴岡市橋梁長寿命化修繕計

画」を策定した。

多摩市における橋梁維持管理
の包括的民間委託

鶴岡市橋梁長寿命化修繕計画

鶴岡市橋梁長寿命化修繕計画：https://www.city.tsuruoka.lg.jp/seibi/doro/doroseibi/R4_kyoryo_keikaku.files/R4_BR_keikaku.pdf
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